















































































13、4世紀 15、6世紀 「壬辰倭乱J 17、8世紀
第三次教科書 「元の圧力と干渉」 「日本との関係」 「外敵の侵入と民
(1975) 族の抗争」
第四次教科書 「高麗と元」 「初期の対外関 「外侵の克服」 「通信使」
(1982) 「紅巾賊と倭寇」 係」
第五次教科書 「元との関係」 「日本及び女真と 「倭乱、胡乱の克 「通信使の派遣」
(1990) 「紅巾賊と倭寇の の関係」 服」
撃退」





13、4世紀 15、6世紀 「壬辰倭乱」 17、8世紀
第三次教科書 「麗元連合軍の日 「日本及び東南ア 「両班階級の分裂
(1976) 本征伐j ジア各国との関 と二度の国難J
「腿末政治勢力の 係」
性格と一般状況j
第四次教科書 「元の内政干渉」 「日本及び東南ア 「倭乱と胡乱」 「日本との関係」
(1982) 「紅巾賊と倭寇」 ジアとの関係」
第五次教科書 「自主性の試練」 「日本及び東南ア 「倭乱と胡乱」 「日本との関係J
(1990) 「威化島回軍と李 ジアとの関係」
成桂の執権」






















































































































































































































































































二千年」 1、太平出版社、 1969年、 145頁。
11)例えば、関泳珪「最新国史」（良文社、 1970年）は、「日本征伐」の項目で、「高麗を屈伏させ
たモンゴルは日本の朝貢を望んでいたし、高麗は問題を起こしていた倭寇の鎮圧を希望し
ていたところだったので，両国は連合して日本征伐軍を起こさせたのである。」 (112頁）と
した。なお、李弘植「国史』（東亜出版社、 1970年）では、「モンゴルは日本の朝貢を要求し
ていたところで、高麗も問題を起こし始めている倭寇の鎮圧を希望していたので、その二つの
要求を合わせて、日本討伐を起こした。」 (115頁）と書かれている。
12)李丙壽「国史」一潮閣、 1968年；李弘植「国史」東亜出版社、 1970年。
13)現行「中学校国史」の裏の表紙は「正徳八年八月二十一日信使江戸登城行列絵巻」（部分図：
国立国会図書館所蔵）の絵が使われている。
14)「日本との関係」のすぐ前にある「清との関係」では、豆満江流域の間島の領土問題を扱っ
ている。
15)「中学校国史』上、 1996年、 175頁。
16)李丙壽「国史」一潮閣、 1968年、「中等国史」乙酉文化社、 1965年。
17)朝鮮での「交隣」という概念も実際には、対等な関係に用いられた場合と上下関係に用いら
れたのも両方あった。これについて閲は、前者を「敵礼的交隣」、そして後者を「焉紫圏交隣」
と呼んで、朝鮮と日本政府は「敵礼的交隣」、そして朝鮮と対馬は「覇磨屡交隣」と設定され
たといっている。関徳基「朝鮮朝前期の‘交隣’にみる対外関係」「前近代東アジアの中の韓
日関係」早稲田大学出版部、 1994年、 19-33頁。
18)「中学校国史」上、 1996年、 192頁。
19)現在使用されている六次「中学校国史」では、「文化伝播と交易」という項目で、そして
「高等学校国史」は「三庫区分科の日本伝播」「統一新羅文化の日本伝播」などの項目を通じ
て、記述されている。
20)「高等学校国史」上、 1996年、 222頁。
21)『中学校国史』上、 1996年、 193頁。
22)李元淳「歴史教育の国際的視角」「韓国から見た日本の歴史教育」青木書店、 1994年、 144-146
頁及び、同書の「望ましい韓日両国の歴史教育のために」 165-169頁参照。
23)李元淳「歴史教育の国際的視角」 145頁。
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